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戦
争
が
身
近
に
や
っ
て
く

る
。
高
松
港
の
軍
港
化
に

５
億
２
千
万
円
が
か
け
ら

れ
る
と
い
う
。
２
月
24
日

夕
方
、
自
衛
艦
が
入
っ
て

き
た
。
西
側
の
赤
灯
台
に

そ
っ
て
岸
壁
に
巨
体
が
つ

い
た
。
「
戦
争
は
最
大
の

人
権
侵
害

九
条
改
憲
を

許
す
な
」
の
横
断
幕
が
む

か
え
た
▼
そ
の
高
松
港
の

東
。
倉
庫
の
並
ぶ
あ
た
り

が
軍
港
化
さ
れ
て
、
軍
艦

が
常
に
や
っ
て
く
る
こ
と
に
な
る
よ
う

だ
。
四
国
の
玄
関
で
あ
る
、
民
間
の
大

事
な
港
。
フ
ェ
リ
ー
が
常
に
小
豆
島
、

直
島
、
宇
野
と
行
き
来
す
る
と
こ
ろ
に

軍
艦
は
い
ら
な
い
。
一
発
の
ミ
サ
イ
ル

の
標
的
に
な
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
れ
ば

…
…
▼
こ
の
話
き
ち
ん
と
裏
を
と
っ
た
、

つ
ま
り
公
的
な
機
関
な
り
人
な
り
に
確

認
し
た
話
で
は
な
い
。
け
れ
ど
い
ろ
ん

な
場
所
で
話
し
合
い
の
な
か
で
耳
に
入
っ

て
く
る
。
と
い
う
よ
り
決
ま
り
事
と
し

て
話
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
う
▼
戦
争

は
「
あ
り
え
な
い
」
だ
ろ
う
か
。
１
９

４
５
年
７
月
４
日
、
午
前
２
時
26
分
、

ア
メ
リ
カ
の
Ｂ
29
百
十
六
機
が
高
松
上

空
を
襲
い
死
者
千
三
百
五
十
九
人
、
一

万
八
千
九
百
十
三
戸
が
灰
燼
（
じ
ん
）

に
帰
し
た
。
い
ま
ミ
サ
イ
ル
一
発
で
受

け
る
被
害
は
そ
れ
ど
こ
ろ
で
は
な
い
だ

ろ
う
▼
ま
も
な
く
や
っ
て
く
る
「
第
34

回
明
日
に
伝
え
る
高
松
空
襲｣

の
つ
ど
い

今
回
は｢

絵
で
語
る
焼
け
残
っ
た
建
物
た

ち
へ
」
を
テ
ー
マ
に
、
７
月
４
日
（
木
）

午
後
６
時
中
央
公
園
（
高
松
市
役
所
前
）

に
集
ま
り
、
午
後
７
時
か
ら
は
香
川
県

社
会
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
（
ミ
ラ
イ
エ
）

で
、
焼
け
残
っ
た
建
物
を
描
い
た
猪
熊

ア
イ
子
さ
ん
の
体
験
談
を
う
か
が
い
話

し
合
い
、
交
流
す
る
予
定
だ
。

｢

経
済
再
生
プ
ラ
ン
学
習
会｣

実
行
委
員
会
は
12
日
、
垣
内

亮
党
経
済
・
社
会
保
障
政
策

委
員
会
責
任
者
を
招
い
た
学

習
講
演
会
「
暮
ら
し
に
希
望

を
日
本
共
産
党
の
経
済
再
生

プ
ラ
ン
」
を
三
豊
市
で
開
き
、

約
１
６
０
人
が
参
加
し
ま
し

た
。垣

内
氏
は
、
物
価
高
騰
や

実
質
賃
金
の
下
落
、

家
計
消
費
の
冷
え
込

み
、
実
体
経
済
と
か

け
離
れ
た
株
高
や
そ

の
要
因
な
ど
を
デ
ー

タ
や
グ
ラ
フ
で
明
示
。

消
費
税
増
税
の
一
方

で
、
人
件
費
・
法
人

税
・
企
業
の
社
会
保

険
料
な
ど
の
コ
ス
ト

カ
ッ
ト
経
済
を
す
す

め
た
と
し
て
「
家
計

に
増
税
し
、
大
企
業
・

富
裕
層
に
減
税
す
る

逆
立
ち
税
制
が
日
本
経
済
に

『
失
わ
れ
た
３
０
年
』
も
た

ら
し
た
」
と
指
摘
し
ま
し
た
。

経
済
再
生
プ
ラ
ン
の
内
部
留

保
課
税
と
賃
上
げ
や
非
正
規

ワ
ー
カ
ー
の
待
遇
改
善
な
ど

を
あ
げ
「
国
民
の
暮
ら
し
破

壊
の
緊
縮
財
政
で
は

な
く
、
国
民
の
暮
ら

し
や
営
業
を
守
る
た

め
に
、
税
制
や
社
会

保
障
制
度
に
よ
る
所

得
の
再
分
配
で
格
差

の
是
正
を
図
る
こ
と

が
税
・
財
政
の
本
来

の
役
割
だ
」
と
強
調

し
ま
し
た
。
「
円
安
差
益
や
、

歳
出
の
無
駄
を
削
っ
て
も
、

借
金
や
大
増
税
を
し
て
で
も

す
べ
て
軍
事
費
に
回
る
大
軍

拡
の
計
画
は
財
政
面
か
ら
み

て
も
や
め
る
べ
き
」
だ
と
述

べ
ま
し
た
。

総
選
挙
候
補
者
の
訴
え

と
参
加
者
の
感
想

最
後
に
、
白
川
よ
う
子
衆

院
四
国
比
例
、
石
田
ま
ゆ
香

川
２
区
、
笹
井
た
か
し
同
３

区
各
候
補
が
総
選
挙
に
向
け

て
の
決
意
を
訴
え
。

白
川
氏
は
「
経
済
再
生
プ

ラ
ン
は
国
民
に
と
っ
て
の
希

望
で
あ
り
、
日
本
共
産
党
が

政
権
を
取
る
前
の
段
階
で
も
、

政
策
を
他
党
と
協
力
し
て
実

現
す
る
道
も
あ
る
」
と
強
調

し
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
、
「
香
川

県
や
高
松
市
に
当
て
は
め
る

と
ど
う
な
る
か
の
資
料
が
示

さ
れ
、
理
解
し
や
す
い
部
分

も
多
く
あ
っ
た
。
経
済
再
生

プ
ラ
ン
の
実
現
を
阻
む
の
は

自
民
党
政
治
か
、
財
務
省
か
、

こ
の
ま
ま
で
は
日
本
は
衰
退

の
一
途
を
辿
っ
て
し
ま
う
。

条
例
の
制
定
な
ど
運
動
を
ど

う
具
体
的
に
進
め
、
拡
げ
て

い
け
ば
よ
い
の
か
の
発
展
形

を
も
っ
と
知
り
た
い
」
な
ど

の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

三
豊
で
経
済
再
生

プ
ラ
ン
学
習
会

わ
た
し
は
元
教
員
で
、
新
日

本
婦
人
の
会
香
川
県
本
部
会
長

の
小
早
川
加
代
子
で
す
。

明
る
い
民
主

県
政
を
き
ず
く

香
川
県
連
絡
会

の
共
同
代
表
と

し
て
、
高
松
港

の
特
定
利
用
港

湾
の
指
定
に
反

対
の
抗
議
行
動

や
県
へ
の
申
し

入
れ
を
し
て
き

ま
し
た
。
県
の

指
定
受
け
入
れ

は
拙
速
で
、
有

事
に
ど
う
な
る

か
心
配
で
す
し
、

県
民
に
は
内
容

が
ほ
と
ん
ど
周

知
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
。
香
川
で

も
自
衛
隊
の
基

地
強
靭
化
や
中

学
校
で
ミ
サ
イ

ル
の
避
難
訓
練

な
ど
、
日
本
が

戦
場
と
な
る
前

提
の
戦
争
国
家
づ
く
り
が
進
ん

で
い
て
危
機
感
を
持
っ
て
い
ま

す
。

教
員
時
代
、
修
学
旅
行
で
、

長
崎
の
原
爆
被
害
や
、
二
度
と

戦
争
を
起
こ
さ
な
い
と
い
う
こ

と
を
子
ど
も
た
ち
に
教
え
、
問

い
か
け
て
き
ま
し
た
。
「
戦
争

は
教
育
、
教
室
、
教
科
書
か
ら

や
っ
て
く
る
。
教
え
子
を
再
び

戦
場
に
送
ら
な
い
」
と
い
う
教

訓
を
胸
に
、
一
人
の
力
は
小
さ

い
で
す
が
、
戦
争
を
さ
せ
な
い

と
い
う
仲
間
を
増
や
し
て
い
き

ま
す
。
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幕
府
直
轄
の
領
地
。
正
式
名
称

は
御
料
（
ご
り
ょ
う
）･

御
料
所
。

天
領
は
俗
称
。
寺
社
に
対
し
て
所

領
を
確
認
し
た
朱
印
地
と
は
異
な

る
。徳

川
幕
府
は
改
易
（
所
領
の
没

収
）
と
転
封
（
国
替
え
）
を
大
名

統
制
策
の
基
本
に
置
き
、
徳
川
氏

に
敵
対
す
る
大
名
の
所
領
を
没
収

し
て
天
領
に
組
み
入
れ
、
あ
る
い

は
親
藩
の
所
領
と
し
た
。
そ
の
結

果
、
家
康
か
ら
家
光
ま
で
の
約
50

年
間
に
、
外
様
（
と
ざ
ま
）
大
名

を
中
心
に
１
０
０
を
上
回
る
大
名

家
が
取
り
潰
さ
れ
た
。

※

天
領
と
さ
れ
た
の
は
、
関
八

州
百
万
石
を
中
心
に
江
戸
・
大

坂
・
京
都
・
堺
・
長
崎
・
佐
渡

な
ど
の
政
治
・
軍
事
・
経
済
上

の
重
要
拠
点
、
港
湾
、
鉱
山
お

よ
び
全
国
の
四
百
万
石
余
の
米

作
地
帯
な
ど
。

※

天
領
に
は
、
勘
定
奉
行
支
配

下
の
代
官
所
が
置
か
れ
、
代
官

が
年
貢
収
納
、
そ
の
他
民
政
を

担
当
し
た
。

※

讃
岐
に
お
け
る
外
様
大
名
生

駒
家
の
取
り
潰
し
は
、
将
軍
家

光
時
代
の
寛
永
17
年
（
１
６
４

０
）
に
行
わ
れ
た
。
こ
の
と
き

生
駒
高
俊
は
讃
岐
17
万
石
か
ら

出
羽
（
秋
田
）
矢
島
藩
1
万
石

に
改
易
さ
れ
た
。
代
わ
っ
た
讃

岐
高
松
藩
主
は
親
藩
の
松
平
家

で
あ
っ
た
。

讃
岐
国
に
お
け
る
江
戸
時
代
の

天
領
は
、
満
濃
池
御
料
所
、
小
豆

島
、
天
保
９
年
（
１
８
３
８
）
以

降
は
小
豆
島
東
部
三
ケ
村
の
み
天

領
。
西
部
六
ケ
村
は
津
山
藩
領
、

直
島
三
島
（
直
島
・
女
木
島
・
男

木
島
）
の
三
ケ
所
。
い
ず
れ
も
倉

敷
代
官
所
、
大
坂
代
官
所
な
ど
の

支
配
を
受
け
た
。

※

満
濃
池
御
料
所
（
２

３
０
０
石
）
は
、
満
濃

池
の
維
持
修
築
費
用
を

確
保
す
る
た
め
に
置
か

れ
た
。
満
濃
池
、
那
珂

郡
五
条
村
、
榎
井
村
、

苗
田
村
と
七
箇
村
（
し

ち
か
む
ら
）
の
一
部
か
ら
な
っ

て
お
り
、
初
め
守
屋
家
が
代
官

を
務
め
、
元
禄
以
後
は
川
之
江

代
官
所
な
ど
の
支
配
を
受
け
た
。

満
濃
池
が
御
料
（
天
領
）
に
な
っ

た
こ
と
に
よ
り
、
讃
岐
の
三
藩

が
自
由
に
農
業
用
水
を
使
う
こ

と
が
で
き
な
く
な
っ
た
。

※

小
豆
島
は
天
領
と
し
て
大
坂

町
奉
行
、
大
坂
代
官
所
、
倉
敷

代
官
所
の
支
配
を
う
け
た
が
、

高
松
藩
預
か
り
と
な
っ
て
い
た

時
期
も
あ
っ
た
。
ま
た
幕
末
期

の
30
年
間
、
小
豆
島
西
部
は
津

山
藩
領
と
さ
れ
た
。
天
領
と
さ

れ
た
直
島
三
島
は
、
倉
敷
代
官

所
の
支
配
を
受
け
る
時
期
が
ほ

と
ん
ど
で
あ
っ
た
。

※

塩
飽
諸
島
は
天
領
（
幕
府
直

轄
地
）
で
は
な
か
っ
た
が
、
ど

こ
の
藩
に
も
属
さ
ず
、
人
名

（
に
ん
み
ょ
う
）
に
運
営
が
ま

か
さ
れ
る
特
異
な
自
治
領
で

あ
っ
た
。

郷
土
史
辞
典｢

笠
居
郷
探
訪｣

（
一
部
抜
粋
）
⑯

天
領
（
て
ん
り
ょ
う
）

著
者

立
山

信
浩

草の根の力で戦争国家づくりを止める
新日本婦人の会香川県本部 会長 小早川加代子

原水爆禁止

平和行進に参加を
☆６月１６日(日)

愛媛県から香川県入り

－－香川県内行進－－

☆６月３０日(日)

東かがわ市で四国終結


